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みんなの広場で遊ぶ園児たち

地
区
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て

「
長
浜
み
ん
な
の
広
場
」
が
三
月
二

十
八
日
、
長
浜
水
族
館
跡
に
完
成
し
ま

し
た
。こ
の
広
場
は
地
区
住
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
整
備
を
進
め
て
い
た
も
の

で
、
総
事
業
費
は
百
八
十
三
一
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

広
場
の
面
積
は
四
九
八
・

O
二
平
方

日
で
、
中
に
は
藤
棚
一
基
、
砂
場
一
か

所
、
ベ
ン
チ
五
基
、
水
飲
場
一
か
所
、

ト
イ
レ
一
か
所
が
設
置
さ
れ
、
他
に
も

松
七
本
、
平
戸
ツ
ツ
ジ
二
十
四
本
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
夕
涼
み
の
場
と

し
て
家
族
で
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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吉富の簡生週間一 一一

歯の衛生週間

8 月 4 日 ~10 日

奇襲

融

歯

を

失

う

主

宰

原

因

は

、

虫

歯

と

歯

槽

膨

綜

で

す

。

虫

歯

は

「

甘

い

物

の

取

り

過

ぎ

」

、

歯

槽

腰

痛

は

「

年

だ

か

ら

し

よ

う

が

者

い

」

と

孝

か

ば

あ

き

ら

め

て

い

る

方

は

い

ま

せ

ん

か

。

確

か

に

甘

い

物

や

年

齢

が

全

く

無

関

部

と

は

一

吉

え

ま

せ

ん

が

、

そ

れ

ら

以

上

に

歯

と

歯

肉

の

主

な

病

気

は

瞳

垢

や

歯

石

が

深

く

関

保

し

て

お

り

、

そ

れ

ら

が

も

と

で

発

症

す

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

。

逆

に

言

え

ば

、

瞳

垢

や

瞳

石

が

か

悼

け

れ

ば

、

虫

歯

や

歯

撞

膿

溝

は

最

小

曜

に

く

い

と

め

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

す

。

六

月

四

日

か

ら

十

日

ま

で

は

「

歯

の

簡

生

週

間

」

で

す

。

こ

こ

で

は

歯

垢

と

歯

石

に

薫

点

を

当

て

、

歯

と

歯

肉

の

痛

気

予

助

に

つ

い

て

み

て

み

ま

し

た

。

歯
垢
の
正
体
は
微
生
物

歯
垢
と
は
、
歯
の
表
面
に
つ
く
H

歯

の
汚
れ
4

の
こ
と
で
す
。
八

O
%が
微

生
物
か
ら
で
き
て
お
り
、
甘
い
物
を
多

く
食
べ
た
り
、
歯
み
が
き
の
仕
方
が
悪

い
と
次
第
に
厚
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
歯
垢
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
引
き
起

く

J監
し

ブ
哲
学
シ
ン

こ
す
と
一
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
虫
商
の
原
国
と
な
る

②
歯
肉
炎
、
歯
槽
膿
漏
の
原
同
と
な
る

③
歯
石
が
形
成
さ
れ
る

④
口
臭
の
原
凶
と
な
る

こ
れ
ら
は
、
歯
垢
が
発
醇
と
腐
敗
を

繰
り
返
す
た
め
に
起
き
る
原
状
で
す
。

い
か
に
歯
垢
が
歯
や
粛
の
周
り
の
病
気

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

歯
槽
膿
漏
は
者
ぜ
起
き
る

歯
垢
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

細
菌
を
発
生
さ
せ
、
歯
と
歯
肉
の
聞
に

歯
石
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
大
変
硬
い
た
め
、
軟
ら
か
い
歯
肉

を
刺
激
し
た
り
傷
つ
け
た
り
し
ま
す
。

歯
垢
や
歯
石
が
原
国
で
歯
肉
が
赤
く

な
っ
た
り
、
と
き
ど
き
出
血
す
る
病
気

を
歯
肉
炎
と
言
い
ま
す
。
ま
た
歯
槽
膿

漏
は
、
歯
肉
炎
が
さ
ら
に
進
行
し
た
結

果
起
き
る
病
気
で
、
主
な
症
状
は
次
の

一
一
一
つ
で
す
。

①
歯
が
グ
ラ
ク
ラ
す
る

②
歯
と
歯
肉
の
聞
に
す
き
間
が
で
き
る

③
膿
が
出
る
よ
う
に
な
る

こ
の
ほ
か
歯
肉
炎
や
歯
槽
膿
漏
の
誘

因
と
な
る
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

①
歯
に
よ
く
合
っ
て
い
な
い
詰
め
も
の

が
入
っ
て
い
る
場
合

②
歯
並
び
が
悪
い

4つ的重量みが書方法
母ロール法(やや硬めの歯ブラシを使う)

uff;::;;;121;;;JU立
② わずかに回転させて、 (言<==コ

判官:T77比肩7

③
隣
り
の
歯
が
抜
け
た
た
め
、
残
っ
た

歯
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な
り
、

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
と
な
る

④
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
な
ど
の
全
身
疾

患
が
原
因
で
商
の
周
り
の
抵
抗
が
弱

ま
る
ま
た
、
し
ば
し
ば
妊
娠
中
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

歯の内側はヨコみが

きで、徐々に前歯の

ほラに!j:重』させる c

骨フォ ンズ法

fーグ Jくj7'¥，x.:t..ア，¥'

~~仰tðìðrlj
歯の外側は、円を描き

なから歯プランを移動

させる。

※パス法は歯周疾患の

予防や/台撮在日自甘とし

た特殊なみがさ方で、

歯肉溝の中をきれいに

するの横に小刻みに動

かすのはスウラブ7去と

同じ。

嘩パス法(軟らかい歯ブラシを使う)

自
的
別
の
み
が
き
方

歯
の
み
が
き
方
は
年
代
や
歯
の

病
気
、
個
人
差
に
よ
る
歯
の
質
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
使
用
す
る
歯
ブ
ラ
シ
も

軟
ら
か
い
も
の
、
硬
い
も
の
を
選

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
歯

垢
を
つ
け
な
い
と
い
う
点
で
は
、

み
が
き
方
に
遠
い
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
な
歯
み
が
き
方
法
に
は
、
ロ

ー
ル
法
、
フ
ォ

l
ン
ズ
法
、
ス
ク

ラ
ブ
法
、
パ
ス
法
が
あ
り
ま
す
。

歯
垢
を
と
る
の
に
最
良
な
の
は
ス

ク
ラ
ブ
法
。
歯
肉
炎
、
歯
槽
膿
漏
の
予

防
や
治
療
を
目
的
と
す
る
の
は
パ
ス
法

で
す
。ス
ク
ラ
ブ
法
も
パ
ス
法
も
毛
先
を
使

い
、
掛
川
刻
で
、
引
バ
オ
リ
川
と
州
剖
川

幅
で
ブ
ラ
シ
を
横
に
動
か
す
の
が
コ
ツ

で
す
。

前歯のウラ側は、 I歯ず

つのタテみがきにする c

歯ブラシをGIiに直角に当て、

小刻みに動かす。重力かす幅

は2~ 3mmG歯肉iJJフラッ

ソンヲ 1，目的としなし、。
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窓口証明事務のコンピュ タ 処理を開始します。さ

らに、すべての計画が完了すると、各種証明事務のほ

か、選挙入場券や入学通知、成人式の案内なども処理

できるようになります。住民の皆さんには、今までの

子書き書類に替わって、コンピューターで印字したも

のが届けられます。このほかにも、町民税などの税金、

有線放送やノk道など使用料の徴収に活用して、正確で
迅速な処理が行えるようになりま F。また、住民の

皆さんには直接関係ありません

が、予算編成や各種名簿、台帳な

どの作成、整理等に利用すること

により、事務改善や合理化に役J7奇

てる予定にしています。

このような事務処理をするため

に、日本電気の N3100 /60という
機種を導入し、プログラムの開発

や電算宰の建築も含めて、約 1億円の経費を投入する
言i画ひす。
A データ確認にこ、協力を

なお、コンピュータ 処理を正修にするためには、

住民の皆さんに、コンビュータ ヘ入力した住所、氏

名、ふりがな、生年月 Hなどが正確かどうか確認して
いただく必要がありま F。このため、医長さんを通じ
ご6月中に、経認票を配付しま「ので、ご協力をお願
しミしま -9。

日から藤働月8 長浜町役場へ一一

導入

A住民サービス向上のために
社会情勢の高度化、多様化は長浜町にも大きく影響

し役場の事務量の増大と複雑化をもたらせています。

このため、長浜町では昭和57年度から税関係の計算業

務を松山市内の電子計算センターへ委託し、処理の正
確化、効率化を阿っています。しかし、この方法では

処理時間や経費の点で問題が多く、改善の必要に迫ら
れました。

そこで、長浜町ーでは今まで、以上

に行政事務を効率化し、住民サー

ビスの向上を凶るため、昨年度か

ら3か年計画でコンピューターを
導入することにしました。昭和62

年度には、処理対象業務の決定、

導入方法や機種の選定などを行っ

て、 部でシステムの開発にも着

子しました。今年度は、窓口の業務処理を開始するた

めに、 4月から全町民の住民票を入力しているほか、

入力したデータの点検・照合作業を進めています。

この後、引き続いて税業務の処理を開始「る予定で

す。さらに 3年目の同和64年度には、コンビュータ

ーで処理することができる事務の大部分を入力する計
画です。

A 導入後のメリット

今後、段階的に導入を進めていき、

事

8月 1Hカ〉らは:

て事

き
て
欲
し
く
な
い
の
が
大
地
震
。
し

か
も
地
渓
は
予
告
な
し
に
襲
っ
て
き
ま

す
。

そ
の
時
に
な
っ
て
う
ろ
た
え
騒
ぐ
こ

と
の
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
家
族
み
ん

な
が
話
し
合
い
、
次
に
あ
げ
る
心
得
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
む
き
ま
し
ょ

ス
ノ
。

も督、心縛1
①グラッときたら

火の始末。

引ぬ
④あわてて外に飛

び出さない。

⑧ガラスなどの破片

に気をつけよう。

②テーブルなどの下

に身をふせる。

f
ソゐ
日

。¥4
1

「
日
本
、
、
人
¥

ギ』酔す

す
ら
消
た
を
出
火
が
く
火

や

⑥
 

⑨協力しあって

応急救護。

③戸を開けてまず出

口を確保する。

i噂
⑦門や塀には近

寄らない。

⑩テ‘マなどにまよわず正

しい情報に耳をかす。
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年金@文芸睡盟理問

皆
さ
ん
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の
が
簡

易
保
険
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

で
す
。こ
れ
ら
の
掛
金
を
積
み
立
て
た
お
金

は
、
一
部
が
市
町
村
に
還
元
融
資
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
わ
れ
て
役
立
っ

て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
六
十
-
一
年
度
は
左
表
の

と
お
り
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
道
紺
屋
町
;
新
地
線
改
良
ほ
か

簡
保
、
年
金
還
元
融
資

大久保簡水施設ポンプ場

昭和62年度 年金積立金還元融資事業
事 業 名|事業費|融資額

大久保地灰簡易水道施設繋備事業 3，240万円 [ 1，捌万円

豊茂地問問点道施設整備事業 3，3悌万円 2，160万円

事 業 宇i 事 業 費 融 資 額

辺地対策事業(耳護主宣言~:-;~) 5，410万円 3，660万円

過疎対策事業(草書官官官12聖地) 2{意8，660万5千円 2{;意4、160万円

長浜港改修事業等県営事業負担金 1億2，266万6千円 4，450万円

沖浦漁港改修事業 11.意5，500万円 390万円

住宅新築資金等貸付事業 1，844万円 1，370万円

簡易生命保険積立金還元融資事業昭和62年度

(水道週開;
じえ直改るで lこ ! 
:てしめコ7す欠水 ; 

;み、王道。か戸 ; 
二ド l 水~::::.せ一一 i 

~ L ~ド i主君月な、 1
1 よなの巴、い私 1 
i ぅ f吏大を日〆ノた 1 
~い切機か命ち j 
i 方さ会売りの 1
; 主宣 lミ空手芸;

;==金二盟十 ; 
jJポコ ~_[@ì 1 

jlh型 j;
i 水道週間 j 

国
民
年
金
の

保
険
料
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
特
別
な
理

由
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
知
事
に
申
請

す
れ
ば
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制
度

(
申
請
免
除
と
い
う
)
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
と
は

O
所
得
が
な
い
と
き

O
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
以
外
の
扶

助
を
受
け
て
い
る
と
き

O
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま
た
は

寡
婦
で
所
得
が
少
な
い
と
き

。
保
険
料
を
納
め
る
の
が
岡
難
な
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
き

免
除
の
申
請
を
し
て
も
、
高
額
な
生

命
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る
場
合

や
任
意
加
入
者
は
免
除
が
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
な
む
、
免
除
を
受
け
る
こ
と
は
将
来
、

年
金
を
受
け
る
場
合
、
年
金
額
に
お
い

て
有
利
に
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
を
擁
護
し
見
守
る

人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
。
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
円
で
す
。

昭
和
会
一
十
一
二
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、

現
一
一
十
凶
年
六
月
一
口
に
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
の
基
一

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
系
人
の
機
関
が

誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護

委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
口
」
と
定
め
、

こ
の

H
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も

に
一
層
の
人
権
思
怨
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。

長

浜

黒

田

進

さ

ん

密

⑪

0
3
6
9

出
海
平
田
三
盛
さ
ん
密
⑬
0
1
2
0

柴

土

居

孝

童

さ

ん

愈

⑭

0
0
0
2

相
談
は
無
料
で
、
秘
伝
山
は
守
ら
れ
ま

す
。
わ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
済
み
で
す
か
っ

児
童
手
当
「
現
況
届
」

児
童
子
当
、
ま
た
は
特
例
給
付
の
支

給
を
受
け
て
い
る
か
、
六
月
は
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。

受
給
の
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞
に
「
現
況
屑
」

を
提
出
し
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
た
だ

か
な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
子
当
は
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
現
況
同
」
の
別
紙
は
役
場
住
民
課

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
六
月
中
の
提
出

を
わ
忘
れ
な
く
。

サ
ラ
金
相
談
日

変
更
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
で
は
、
凹
月
二
十
三
日
か
ら

土
曜

H
の
午
後
は
閉
庁
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
八
幡
浜

地
方
局
サ
ラ
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
顧
問

弁
護
土
の
相
談
日
を
、
こ
れ
ま
で
の
土

曜
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
金
に
関
す
る
相
談
に
は
無
料
で

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

一
相
談
日
一
原
則
と
し
て
月
の
第
一
一
週

と
第
四
週
の
水
曜
日

{
受
付
時
間
}
午
後
一
時
か
ら
午
後
四

七
寸

{
相
談
時
間
]
午
後
一
時
か
ら
午
後
尺

七
寸

一
連
絡
先
一
八
幡
浜
市
大
字
松
柏
乙
一

一
O
一
番
地
八
幡
浜
地
方
局
商
工
労

政
課
(
包

0
8
9
4
l
n
o
7
2
0
)

[量

11南
場£

雲E

明
け
き
ら
ぬ
五
日
が
家
の
庭
に
餌
を
欲
り

て
訪
ひ
来
る
狸
の
時
間
違
は
ず
本
田
信
子

蓮
台
寺
の
右
近
の
桜
さ
か
り
に
で
黄
緑

の
花
朝
静
も
る

西
山
日
間
千

咲
き
続
く
ス
ト
レ
リ
チ
ヤ
を
長
雨
の
降

り
し
き
る
道
今
日
も
出
荷
す自

7

日

手
刊
日
U

字
旬

ハ
ウ
ス
に
で
蜜
柑
の
高
値
を
望
む
べ
く

先
進
地
視
察
の
ふ
れ
廻
り
来
る
池
田
蓉
子

指
定
円
に
嫁
よ
り
凶
き
し
デ
ン
ド
ロ
ビ

ュ
I
ム
五
円
が
誕
生

H
の
部
屋
は
香
り
ぬ

田
丸
富
枝

H
覚
め
で
は
た
ご
食
べ
る
だ
け
の
母
な

れ
ど
庭
の
八
重
桜
切
り
て
持
ち
行
く

平
見
朝
子

向
山
の
桜
漸
く
咲
き
た
り
と
告
ぐ
れ
ば

妻
も
庭
先
に
山
川
つ

本
田
重
太
郎
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L
上
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一一一一
六
月
に
な
る
と
、
全
国
各
地
の
学
校
や
行
楽
地
で
は
プ
1
ル
聞
き
を
迎

え
、
本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
c

夏
休
み
を
控
え
た
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
季
節
の
到
来
で
す
が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け

た
い
の
が
子
供
の
水
難
事
故
。
毎
年
六
月
か
ら
八
月
の
三
か
月
間
に
、
子

供
の
水
を
め
ぐ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
こ
の
時
季
、
子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
|
|
六
月
の
「
水
難
防
止
活
動
強
化
月
間
」
を
機

会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

昨
午
同
期
(
じ
ハ
f
)

八
月
)
の
P

十
供
の
六
月
の
日
曜
当
直
出
は
次
の
と
む
り

水
難
事
政
の
〉
ち
、
約
八
三
%
が
ふ
た
?
十
。
受
付
時
間
は
午
前
卜
暗
か
ら
午

や
柵
、
立
て
札
な
ど
の
な
い
場
所
で
発
後
五
時
ま
ひ
で
診
療
は
柏
村
急
患
台
の

主
し
て
い
ま
す
O

L

小
山
シ
ー
ズ
ン
を
前
方
だ
け
で
す
。

に
、
い
ま
一
度
白
宅
付
近
の
河
川
や
用
U
5
ハ
米
川
医
院
舎
は
1
0
1
6
5

た
め

ル
小
路
、
出
迎
な
ど
を
再
点
検
〉
ま
し
ょ
O
U
日
菊
地
医
院
笹
田
!
0
2
0
9

う
ペ
も
し
位
険
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
管
O
M
日
門
屋
医
院
盆
臼
1
0
2
0
2

ま

;
c

哩
者
に
申
し
入
れ
て
、
安
全
措
声
守
一
品
。
お
け
い
叫
医
院
念
日
1
0
1
7
4

一
方
、
事
故
に
ー
な
が
る
行
動
パ
タ
じ
で
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
一
:
-
J
i
-
-
:
:
:
:
:
:
;

、.

…

乳

児

健

診

一

l
ン
は
、
第
一
位
が
ぶ
泳
中
、
次
い
ひ
の
で
す
。

昨
年
一
年
間
の
水
の
事
故
に
よ
る
中
水
遊
び
と
な
っ
て
い
ま
す
〉
ニ
苧
)
で
見
こ
の
ほ
か
、
問
が
降
っ
た
あ
い
一
は
河
0
6
月
9
日
町
体
育
館
l
午
後
1
時

学
生
以
下
の
死
台
・
行
方
不
明
者
は
二
一
落
と
叫
に
な
い
の
は
死
亡
事
故
の
二
併
の
川
十
川
ぱ
地
の
本
か
さ
が
増
し
、
水
の
か
ら
2
時
、
対
象
は
昭
和
白
午
7
月
、

百
九
卜
え
人
。
そ
の
う
ち
、
ベ
け
か
ら
う
ち
二
件
が
、
子
供
た
ち
だ
刊
で
出
か
流
れ
も
速
く
な
り
大
変
危
険
で
す
。
同
刊
円
、
昭
和
日
午
1
門
生
ま
れ
の
/
寸
供

八
月
の
三
か
月
間
に
全
体
の
五
三
%
に
け
て
い
る
と
き
に
起
F

」
つ
ど
い
る
と
一
日
の
降
っ
た
あ
と
の
及
川
間
は
、
天
気
が
さ
ん
。

当

た

る

ム

一

百

八

人

が

尊

い

命

を

落

と

し

う

こ

と

で

す

。

よ

く

て

も

子

供

が

水

辺

に

近

づ

か

な

い

一

:

己

:

:

:

・

:

:

:

:

-

、

三
最
国
じ
一
建
診
.

て
い
ま
す
。
死
亡
な
ど
に
つ
な
が
る
事
で
す
か
ら
水
難
事
故
た
減
ら
す
に
は
、
よ
う
に
注
意
v
v

て

あ

げ

ま

し

ょ

う

-

…

:

「

E
:
i
'
目

1
:
.
1
J
J
・
-

故
の
発
生
場
所
は
、
河
川
が
第
一
位
、
ま
ず
清
一
に
必
ず
保
護
者
か
伝
析
で
き
叫
ん
本
し
い
夏
休
み
が
悲
惨
な
結
果
に
な
0
6
月
刊
日
町
体
育
館
|
午
後
1
時

次
い
で
海
、
川
水
掘
、
湖
沼
池
と
続
き
る
大
人
が
川
伴
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ら
な
い
よ
う
、
親
子
で
ぶ
の
事
故
の
恐
か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
制
年
3
月、

写
実
忠
実
￥
8
2
8
0
0
3免
3
0
y
O
Q
0
8
0ウ
中

0
0
0
0
0
?
0
8
0
6
5
6
0
0
b
?
0
8
0
3
s
o
oる
0
0
0
0
0ふ
中

0
8
0
X
2
0
8
0む
0
0
3
0
Z
υ
8
0る
す
り

0
0
8
ぢ
8
0
0
守
リ
害

v
o
?
J情
。

s
o
o
a
o
S
9
0
a
s
?
J
8
0占
穴
辺
文
v
Z
0
3
0
0
9
0

る
か
、
飲
む
宣
言
一
以
ら
し
た
い
と
考
え
日
本
は
酒
飲
み
天
国
と
け
わ
む
、
昨
あ
げ
れ
ぽ
き
り
が
あ
り
ま
せ
/
品
。

で

い

る

そ

う

下

す

。

コ

て

し

た

こ

と

だ

と

-

ゴ

ワ

え

ば

、

す

八

て

「

陣

没

も

芯

一

行

も

ま

ず

家

山

ト

り

始

酒
は
百
薬
の
長
で
あ
り
、
人
生
立
法
が
免
罪
符
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
め
よ
」

7
1
リ
ス
の
陥
筆
家
内
¥
一
L

一リ

し
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
、
ス
ト
レ
い
心
ょ
う
で
j
が
、
洞
が
以
川
で
他
人
ア
随
竿
に
よ
り
ヂ
刊
の
名
声
を
得
た
ラ

ス
解
消
の
効
果
は
何
物
に
も
か
三
鋭
い
に
坊
わ
れ
た
り
、
仕
事
を
砕
い
ふ
っ
て
ム
は
、
精
神
錯
乱
の
と
め
母
を
殺
し
た

な
V

一
、
沼
会
礼
賛
す
る
言
葉
辻
少
な
く
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飾
九
一
山
寸
り
一
川
笠
松
身
を
通
し
ま
し
た
が
、

あ
り
ま
せ
λ
J
し
か
し
い
っ
た
人
以
み
最
近
、
火
作
が
ム
口
所
で
飲
む
い
上
川
ゆ
家
庭
の
大
切
さ
を
身
に
し
み
了
感
ト
て

出
す
と
酔
っ
ぱ
ら
う
ま
で
止
め

γ
、

粘

る

キ

ツ

イ

ナ
/
l
リ
ン
カ
ー
が
問
題
視
さ
い
た
よ
7
P
す
。

川
、
電
車
や
駅
で
吐
い
て
し
ま
っ
た
り
、
れ
で
け
ま
す
が
、
出
で
家
庭
か
壊
す
の
仕
事
だ
、
つ
き
合
い
だ
と
い
う
酒
歓

眠
っ
て
い
る
す
き
に
財
布
を
盗
ま
れ
た
は
川
倒
的
に
男
性
の
カ
が
?
?
い
の
で
は
み
の
m
M
づ
け

L
、
友
庭
あ
つ
ど
の
こ

り
、
は
で
は
女
性
に
か
ら
ん
で
ホ

l
ム
な
い
で
し
ょ
う
か
。
酔
っ
て
家
族
に
暴
と
ご
す
。
や
は
り
酒
も
飲
み
方
を
誤
「
り

か
に
決
六
一
一
洛
と
さ
れ
る
羽
目
仁
な
っ
た
力
を
振
る
っ
た
っ
、
生
活
に
回
す
む
企
な
い
二
と
二
そ
大
切
と
言
え
る
の
で
は

り

し

ま

す

。

ま

で

欽

人

で

し

ま

コ

た

例

な

ど

、

毅

え

な

い

で

L

I

F

7

か

。

死
亡
事
故
の
三
分
の
こ
は

大
人
が
不
在

官君臨訟弘司 tヨ荷掛町 、ヰニ且2盗主主孟哩配三調子供の水難、夏に集中

夏
に
集
中

飲
ん
で
帰
っ
て

眠
る
だ
け

そ
の
う
ち
か
ら
だ
を

こ
わ
す
だ
け

健
康
体
力
ぶ
つ
く
り
一
事
業
財
同
が
実
施

し
た
「
昭
和
六
十
年
度
健
康
守
つ
く
り
に

関
す
Q
K
思
識
調
査
」
に
よ
弓
と
、
二
ト

歳
以
上
で
酒
を
飲
人
で
い
九
一
人
が
約
半

分
、
そ
の
う
ち
三
分
内
一
は
酒
を
止
め

第
一
一
に
子
供
だ
け
で
遊
、
山
V
水
遊
び
な

し
て
い
た
ら
、
大
人
が
ひ
と
こ
と
注
怠

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

さ
に
つ
い
て
卜
八
万
話

L
合
い
、
安
全
へ

の
確
認
を
な
凡
公
い
よ
う
に
し
た
い
む

の
で
す
c

自
宅
付
近
の
危
険
者

場
所
を
再
点
機

4
月
、
5
月
生
ま
れ
の

f
川
い
さ
ん

:肺成;

:が、人;
病j
:ん

;検結;
;診接;

。
b
月
6
日
町
体
育
館
l
午
前
9
時

却
分
か
ら
日
時
別
分
、
午
後
1
時
か
ら

3
時仁

0
6
月
o
b

口

町

体

育

館

午

前

9

時

初
分
か
ら
日
時
別
分
、
午
後
1
時
か
ら

t
土
寸
c

川口

O
G
H
m
H
須
沢
公
民
館

i
午
前
日

寺
小
う

1
与
の
す
、
一
ア
方
森
山
氷
山
泊
千

日
J
〆

1
6
1
H
E
f
d
j
p
f
f
f

後
1
昨
加
分
か
ら
3
時
。

0
6
月
初
日
柴
公
民
館
午
前
9
昨

却
分
か
ら
日
時
、
戎
川
公
民
館
|
午
後

1
昨
川
分
か
ら
3
時。

: EB: 
:開:

j集:

:国;

;検;
:呈阜、:
:図多:

0
6
月
幻
日
出
海
公
民
話

l
午
前
7

時
か
ら
9
叫
。

O
G
月
刊
ω
日
漁
協
今
坊
支
所
前
|
γ

中川

7
時
か
ら
9
時
。
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山
口
県
大
島
郡
の
出
石
寺
参
拝
団
(
総
勢
七
百
十
八
人
)
口

が
五
月
十
二
日
、
十
三
日
、
十
四
日
と
、
三
班
に
分
か
れ
て
日

来
町
し
た
。
大
島
郡
か
ら
は
毎
年
参
拝
団
が
訪
れ
て
お
り
、
〔
U

今
年
も
出
石
寺
で
じ

一
泊
し
た
後
、
豊
川
]

年
踊
り
、
長
浜
犬
[
リ

橋
な
ど
を
見
学
し
忙
」

た
。
ま
た
、
十
四
口

日
に
は
大
島
郡
対
日

長
浜
町
の
カ
ラ
オ
巳

ケ
大
会
が
開
か
れ
一
U

る
な
ど
し
て
交
流
〔
〕

を
深
め
た
。

J

遠
路
は
山
口
県
か
ら

i
大
島
郡
出
石
寺
参
拝
団
来
町
{

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

楽
し
い
観
光
の
た
め
に

1
白
滝
公
園
無
料
休
憩
所
完
成

1

14罪う三十万株、一斉に彩る
ゾ02でii ~須沢の大えびね屡~
~ヲ ミ水半かもし国中て栽えのかの

向..-fbプ@ノ こを目。あたへにお培びえれ水四
月与5ヲ罰lミ与 とあ陰育るも出はりさねび、口月
一 v だまのてとの荷外、れがね訪健二

園れき十
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白
滝
公
園
の
忌

1

1

五
月
一
一
日
、
櫛
生

上
部
に
あ
る
子
供
]
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
国
に
、
待
望
の
日
で
、
全
校
生
徒
と
父

無
料
休
憩
所
が
完
日
兄
合
わ
せ
て
約
九
十

成
し
た
。
こ
の
休
「

L
人
に
よ
る
小
運
動
会

憩
所
は
、
年
間
二
一
〔
)
が
行
わ
れ
た
。
櫛
生

万
六
千
人
に
及
ぶ
〔
一
地
区
の
若
者
が
中
心

観
光
客
の
利
便
を
口
と
な
っ
て
集
め
た
こ

図
り
、
楽
し
い
観
口
い
の
ぼ
り
八
ト
二
匹

光
を
し
て
い
た
だ
コ
が
悠
然
と
上
空
を
泳

く
こ
と
を
目
的
に
[
」
ぐ
中
、
四
チ

l
ム
に

整
備
さ
れ
た
も
の
「
l

l

J

分
か
れ
て
競
技
が
進

で
、
鉄
骨
造
平
家
日
め
ら
れ
、
児
童
た
ち

建
、
延
面
積
三
一
一
a

日
は
五
月
晴
れ
の
さ
わ

四
一
平
方
灯
。
ロ
グ
「
」
や
か
な
一
日
を
楽
し

ハ
ウ
ス
風
の
つ
く
っ
ベ
ん
だ
。

り
に
な
っ
て
い
る
。
「
」

八
十
二
匹
と
運
動
会

5
櫛
生
小
学
校
小
運
動
会

5

町

SEEliz--E-JEm--7呈
-J-7SEE--“圭
l-三
]
喜

l
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j
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-75-lz・
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書
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新
刊
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書
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経
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h
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案

内

一

~

一

一

般

国

審

一

ま

ん

が

セ

ー

ル

ス

入

門

一

一

雪

は

よ

ご

れ

て

い

た

津

地

久

枝

日

産

自

動

車

人

事

部

編

一

一

犯

度

一

線

崩

壊

落

合

信

彦

名

古

屋

起

点

ノ

お

花

小

旅

行

一

岬

奇

跡

の

商

法

栗

山

天

心

海

越

出

版

特

別

取

材

班

制

作

叩

h

う

め

ぼ

し

博

士

の

逆

・

日

本

史

凶

世

界

が

大

き

く

動

く

大

森

実

r

h

樋

口

清

之

小

原

台

蛇

原

康

治

一

~

遊

び

心

大

前

研

一

優

し

さ

と

し

て

の

教

育

{

叩

頭

の

つ

か

い

方

私

の

方

法

灰

谷

健

次

郎

~

J

鈴

木

健

二

戦

国

自

民

党

叩

岬

ス

テ

イ

ル

・

ラ

イ

フ

地

津

夏

樹

伊

藤

昌

哉

・

福

岡

政

行

岬

一
長
男
の
家
出

A

一

浦

清

宏

餓

狼

伝

皿

夢

枕

猿

F

~

お

じ

い

さ

ん

の

思

い

出

マ

ン

ガ

・

バ

ラ

ン

ス

シ

ー

ト

{

~

T

E

カ

ポ

l
一

ア

ィ

後

藤

弘

{

一
陽
の
あ
た
る
場
所
(
浜
田
省
吾
ス
ト
江
川
卓
の
が
む
し
ゃ
ら
だ
け
が
人
生
一

J

l
リ
l
)

国

家

秀

樹

ビ

ゃ

な

い

柏

英

樹

叩

炉
高
校
受
験
に
は
驚
く
べ
き
つ
ぼ
が
あ
琵
琶
湖
別
荘
殺
人
事
件
山
村
美
妙
附

一

っ

た

山

田

圭

佑

老

若

男

女

生

活

実

践

お

も

し

ろ

い

本

一

~

美

し

い

恋

の

物

語

阿

部

数

利

円

引

井

上

ひ

さ

し

他

編

無

花

果

少

年

と

桃

尻

娘

橋

本

治

一

叩

0

0

一

叩

岡

立

凶

書

館

で

は

、

般

一

間

一

体

一

一

一

「

3
月
叫

恥

次

の

要

領

で

閃

書

を

貸

-

彊

z

一

一

一

(

亀

一
児
全

-

j

一

↓

2
月
~

一

し

出

し

て

い

ま

す

。

-

ぺ

一

』

¥

一

一

一

一

開

館

日

}

毎

週

火

、

見

一

一

一

¥

~

一

一

1
月
一

九

木

、

土

曜

日

と

毎

月

第

杭

一

一

一

一

τ月一

一
一

H
曜

日

明

/

J

-

一

(

F

J

…

一

『

刊

月

川

』

{

開

館

時

間

}

午

前

九

館

一

一

一

一

~

一

一

時

一

一

干

分

か

ら

卜

一

時

、

曙

¥

…

/

一

m月
一

一

午

後

-

時

か

ら

五

時

出

¥

一

↓

9
月
一

一

{

貸

し

出

し

冊

数

}

一

町

¥

)

十

8
月
一

叫

人

二

冊

以

内

、

¥

一

¥

一

吋¥
一

¥

T

7

月
F

一

一

貸

し

出

し

期

限

}

卜

¥

~

¥

一

~

岬

H
以
内

f

y

/

/

7

6

月
叫

伊
良
い
木
を
読
ん
で
心

1
J
Lレ
?
ι
J
1
1
j
j
y
L
F

-
J
I
-
-
T
4
J
J
J
J
L
4
1
0
5月
~

肝
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。
四
加
印
印
判
明
出
∞

ω
印

判

明

山

川

「
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所
得
金
額
、
課
脱
の
扶
護
控
除
、
健

康
保
険
の
扶
養
生
守
か
ら
町
が
生
計
維

持
者
と
認
定
し
た
者
)
が
町
民
税
を

課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

手
続
き
に
必
要
な
物
O
国
民
年
金
証

書
O
健
康
手
帳
、
被
保
険
者
託
。
印
鑑

特
例
を
受
け
ら
れ
る
人
へ

老
人
医
寵
の
入
院
時

一
部
負
担
金
減
額

国哩盟理盟国表彰・募集

六
月
か
ら
の
入
院
に
つ
い
て
、
入
院

時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
課
で
子
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
開
始
口
は
申
請
し
た
日
の
属

す
る
日
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。
六

月
に
入
院
さ
れ
て
い
る
か
は
、
六
月
中
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
品
、

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の
い
ず
れ

な
お
、
こ
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の
も
七
月
一

H
か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ

は
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で
り
ま
す
。

す

。

現

在

使

用

さ

れ

て

い

る

交

給

者

証

は

叩
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。
六
月
一
二
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

叩
老
齢
福
祉
年
金
交
給
者
の
属
す
る
世
で
、
町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し
い
受
給

帯
で
、
生
計
に
要
す
る
費
用
を
負
担
者
証
と
取
り
持
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま

し
て
い
る
者
(
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
す

o
H
時
、
場
所
等
は
同
覧
で
連
絡
し

H

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
「
ま
つ
え
り
ょ
っ
」
で
す
。
?

ご
跡
J
J
O
ぼ
く
の
名
前
は
、
む
母
さ
ん
が
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
一

J
;一
一
一
一
司
将
来
は
、
健
康
で
明
る
く
活
発
な
男
の
子
に
育
つ
一

向

べ

完

了

一

貫

L
ぃ:パ
γ
f
L
〓
い
一

1
1
U
一
ハ
'
一

J
…
プ
山
「
匁
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
両
親
の
願
い
で
す
。
内
心
ス
一

一

一

一

ぷ

一

一

一

刊

行

川

tti上
れ
れ
十
十
円
ノ
ー
一

二

三

一

一

イ

干

に

な

引

藤

議

機

議

議

欝

入

が

れ

ザ

許

J
一一司、一

r
1
-
J
〉
当
額
欝
鎮
護
ウ
A

幡、jv
ヲ
綴
総
犠
議
欝
子
ま
-
一

'
j

ぺ:由
1

1

d

f

て

も

ら

い

覆

護

e-ミ;
襲

撃

襲

撃

一

三

j
4
ー~ご，

3

-

h

i

警
襲
撃
談
話
五
五
三
ぷ
~
襲
撃
綴
重
圧
ヨ
F

H
1
J
P
~句
、
病
恥
も
た
レ
と
い
議
額
数
議
畿
議
議
懇
滋
綴
灘
線
総
緩
綴
線
一
噌
j

一

で

u・
心
者
パ
日
額
銀
鱗
薄
議
議
選
管
縁
日
)
J

J;山
内
清

4
3
う

期

待

が

麟

盤

欝

J
¥一
J
尚一一い

¥
J・
4

0

E

一

I

ー噛

g
Jー
晶

L
F
圃

ι
;

機
綴
緩
輯
欝
謬
鱒
古
一
九
一
、
一
、
2

J

一
、
、
九
ぷ

1

i

J

F

一
一
し
り
J
u
一

一

一

吉

小

川

江

一

)

離

麟

欝

γ
:
?
一
一
一
九
一
一
清
一

一
山
ぐ
一

j
r
u
u
麟
欝
藤
野
議
ぷ
r
I…~γ~
一
年
一
一

ん

1
p
写

t

l

-

霞
議
綴
懇
務
畿
慈
畿
繁
護
欝
欝
務
籍
、
丸

J
一

2
戸

、
よ
…
ド

iue

た

に

ろ

う

と

思

襲

撃

綴

欝

務

総

選

管

づ

玄

絞

翠

6
九

向一
-
u

舗酎朋
ν

除

認

作

，

踊

襲

撃

線

議

綴

護

綴

護

機

勝

機

関

投

??hr
滋
盤
鐙

nu
骨

u
.
1
E
j
1
2
4
つ

t
i
t

議
、
f
-
議
機
雲
J
W
L

ふ
と
議
議
盛
平
↑
晶

一
一
…
一
一
一
円
一
戸
川
一
松
十

¥
E
長

一

JV511J3欝
欝

議

昭

一

一

ん

(

父

日

広

幸

さ

ん

回

母

1
和

恵

さ

ん

)

一

品
古

4
F辻
ド
ー
ド
斗
事

4kd弘
ド
ー
ド
斗

E
4ド
バ
弘
ド

4
P判
官
い
乱
ド

4ド
オ
下
辻

K
4
r弘
hp
点
下
辻
ド
治
下

t
F乱
ド
オ
b
V
A
{
ι

医
療
費
受
給
者
証
変
更

童
産
心
身
障
害
者

母
子
家
躍

ま
す
の
で
、
該
当
者
は
そ
れ
に
基
づ
い

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

商
業
統
計
調
査

六
月
一
日
現
在
で
実
施

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
二
年

六
月
一
日
現
必
で
商
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
「
商
業
の
国
勢
調
査
」

と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
白

山
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
及

び
尚
nm
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
八
王
国
の
卸
売
業

及
び
小
売
業
を
蛍
ん
で
い
る
す
べ
て
の

商
山
を
対
象
と
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、

流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進

め
る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
多
方
市
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

個
々
の
商
屈
が
経
常
指
針
を
作
成
す
る

際
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
で

厳
重
に
秘
僚
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
正

碓
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
国
圃
阿
国

悪
賀
高
法
に
ご
用
心

取
引
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
や
主
婦
等

を
対
象
に
、
巧
み
な
一
言
葉
と
強
引
な
誘

い
込
み
で
多
大
の
損
害
を
与
え
る
事
犯

が
続
発
し
て
い
ま
す
。

。
不
必
要
な
も
の
は
勇
気
を
持
つ
て
は

っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

。
相
手
の
う
ま
い
詰
に
は
だ
ま
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
む
や
み
に
サ
イ
ン
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
0

0
他
人
に
預
金
通
帳
、
印
鑑
等
は
絶
対

に
波
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
っ
て
岡
っ
て
い
る
人
は
、

「
恵
質
商
法
一

-
O番
」
(
密

0
8
9

9

訂

計

叱

ιわ
伊
)
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止

こ
の
時
期
は
一
巾
の
た
め
に
視
界
が
悪

く
な
り
、
路
面
も
滑
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
、
車
間
距

離
は
十
分
に
と
っ
て
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

表
彰
卒
業
率

松
田
蒲
生
さ
ん

勲
五
等
理
光
旭
日
章

長
浜
の
松
旧
蒲

生
さ
ん
(
七
七
)

は
、
こ
の
春
の
叙

勲
で
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

松
川
さ
ん
は
、
昭
和
三
一
卜
五
年
か
ら

五
十
七
年
ま
で
長
浜
町
商
工
会
会
長
、

昭
和
三
十
六
年
か
ら
凶
十
一
年
ま
で
愛

媛
県
商
工
会
連
合
会
理
事
、
昭
和
四
十

九
年
か
ら
丘
十
七
年
ま
で
愛
媛
県
商
工

会
連
合
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
中
小
企

業
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り

授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

黒
赤]11 
十ヲ&.

Z懇三
業巴ょ

童子
工11 -"主二
長早

長
一
次
の
黒
川
浩
さ
ん
(
ド
五
八
)
は
、

赤
卜
{
子
事
業
推
進
の
た
め
多
額
の
社
資

を
納
入
さ
れ
、
係
別
の
功
労
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
五
月
一
日
、

H
本
赤
十

字
社
か
ら
銀
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
し

た。

出年
俊正
の明桐

子く T
供ん謡
塑がで
実優
会且秀

間
月
二
十
四
日
、
白
滝
で
第
六
凶
小

野
地
蔵
ま
つ
り
奉
納
チ
供
相
撲
大
会
が

行
わ
れ
、
白
滝
小
、
柴
小
、
戒
川
小
の

二
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
一
一
十

凶
人
が
参
加
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

一

個

人

戦

一

{
=
一
年
生
}
⑮
西
山
俊
明
(
戒
川
)
②

窪
弘
規
(
柴
)
③
欠
野
陽
平
(
戒
川
)

一
四
年
生
一
⑮
石
堂
真
悟
(
戒
川
)
②

熊
野
徹
(
白
滝
)
③
徳
山
昌
弘
(
柴
)

一
五
年
生
一
⑮
中
許
朝
則
(
白
滝
)
②

岡
花
畳
二
(
柴
)
③
し
し
杉
折
口
生
(
向
一
一
一
品
)

士
八
年
生
一
⑫
丸
川
光
一
(
戒
川
)
②

大
野
宏
(
柴
)
③
矢
野
雅
浩
(
戒
川
)

五

人

抜

…

一
三
年
生
}
門
出
紘
明
(
白
滝
)
マ
西

山
俊
明
(
戒
川
)
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一
囲
年
生
一
徳
山
真
也
(
柴
)
マ
小
西

賢
(
柴
)

{
五
年
生
]
上
杉
哲
生
(
白
滝
)
マ
中

野
朝
則
(
白
滝
)

{
六
年
生
一
丸
田
光
一
(
戒
川
)
マ
上
一

野
雅
量
(
白
滝
)

三

人

強

・

{
三
年
生
}
山
本
次
朗
(
戒
川
)
マ
矢

野
陽
平

{
四
年
生
}
石
堂
真
悟
(
戒
川
)
マ
徳

山
昌
弘
(
柴
)

{
五
年
生
一
高
市
大
輔
(
白
、
荷
)
マ
山

本
正
史
(
戒
川
)

一
六
年
生
一
徳
山
雄
一
(
柴
)
マ
久
保

功
二
(
戒
川
)

ゑ
第
勿
築
物
。

(有)岸本印刷印刷昭和63年 6月1日発行(毎月 1日発行)

警

察

官

募

集

愛
媛
県
警
で
は
、
次
の
要
領
で
警
察

官
を
募
集
し
ま
す
。

一
受
付
期
間
一
六
月
卜
一
一
二
日
か
ら
七
月

十
二
日

{
試
験
日
}
七
月
三
十
一
日

{
試
験
場
所
}
新
居
浜
・
松
山
東
・
宇

和
島
の
各
警
察
署

一
採
用
人
員
]
大
卒
・
二
十
五
人
程
度

(
昭
和
六
卜
同
年
四
月

A
H
採
用
)
マ

高
卒
程
度
:
・
ト
瓦
人
程
度
(
昭
和
六
十

三
年
十
月
一

H
採
用
)

詳
し
く
は
大
洲
笠
察
署
(
窓
叫

2

1
7
5
)
ま
で
。

本
紙
五
月
号
五
ペ

ー
ジ
の
一
般
会
計
予

算
の
中
で
、
公
債
費
六
億
四
千
七

百
九
十
二
万
八
千
円
は
六
億
四
千

九
百
七
十
一
一
万
八
千
円
の
誤
り
、

ま
た
、
六
ペ
ー
ジ
の
金
橋
通
朝
さ

ん
の
年
齢
(
六
七
)
は
(
七
同
)

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
む
わ

び
し
ま
す
。

¥
下
須
戒

/
大
洲
市

主f"(呆
苗典

五山

上戒長(J
老
干公 JlI ?兵 j竜

地域別人口@世帯数
(昭和63年4月 1日現在)

大字
人口

世帯数
男(人)女(人)計(人)

仁久 139 138 277 108 

長浜 1，394 1，647 3，041 1，059 

青島 40 56 96 55 

黒田 183 194 377 119 

i中 j甫 585 646 1，231 382 

今坊 326 367 693 185 

櫛生 386 470 856 271 

須 j尺 94 99 193 51 

出海 370 383 753 256 

下須戒 505 560 1，065 296 

穂積 69 74 143 39 

上老松 152 165 317 92 

豊茂 388 412 800 227 

白 j竜 430 535 965 351 

戒川 153 144 297 89 

大越 29 23 52 15 

柴 326 344 670 200 

5，569 6，257 11，826 3，795 

熊
本
ヲ
ト
ヱ

高

崎

兼

一

久
保
田
徳
衛

谷

浦

宮

治

(
八
四
)

(七今一一)

(
九
七
)

(
八
-
一
)

/ーー、¥ 正、、、 岡 ."._._ 

t中 下イ主 σラグ;;.)， ~ i i ifr:i 
2頁 4 '<.ζ.X~ I晶E差
;甫ヲ皮戸斤月 、(( . I事圏

尼富 山 4 4月長浜町役場届出分(敬称略)

山氏出本良
本 分巧下
名(・三
帯主再J

t仕工づま昏不主吉
主園田各土

~~届)元

一二三時 て
七三年 i 
~~齢

f二
中

千平明
本智

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

A
7

坊

坂

本

年

秋

一

一

女

悠

ド

須

成

九

鬼

伸

夫

一

-

男

啓

介

長

浜

高

橋

幸

生

-

一

女

早

紀

れま六 夏
す;早で
お五 す
主f口
みか 0 

にら 喜診
l口L 、 署吉

わ四 中
せて類種 沼、ム 田

おの し.n.. 
早く 護軍吾
めじ さ多尋 1

に付を長二
むき '(!， 
買暑ノ/ど:
い中か甲{
求見もつ
め舞め ぞ
くノ、 I 1: : 
t:':カ、、 る o j 
郵さキ ( 
いが" i 
f更。発で、 ( 

お
く
や
み

4
月
届
出
分
(
敬
称
略

出長戎今住

i毎 j兵JlI土方戸斤

氏

名
賀

栄

春

好

清
水
ヨ
シ
ヱ

河

内

藤

明

口
分
田
マ
ツ
ヱ

死
亡
時
年
齢

(
七
一
)

(
八
五
)

(
七
じ
)

(
八
五
)

6月で 1年の半分が終る。

「光陰矢の立11し」とは良く言

ったものだ。天智天阜が/J(a寺

戸十を使用された什を記念して

制定した「時の記念日 J 6月

10日を無意味に送ってはなる

まい。 H:'i'Fcl守l:tどイr-.忠J義なもぴ〉

はない。「時は苛をなり」を忠、い

起こして時間を大切にしよう A

ぷ答えや人梅・夏至の到来に

家庭生活もめまぐるしい。特

に農家はHJ植えをはさみ農作

業は描の子も欲し l:.0 5月には

'11勾・オレンジ白由化交J歩で
日米は決裂しガソトに提訴さ

れたのまさに日本の農業の転

換期で国をあげて今後の農業

政策を考えるべき、農民の総

決起の時であるA6月の第二

mM口は「父の RJで、 日七頁

の父穀tの昔fなに l~詩I する H C" 

ある。経済企画庁の六卜:年

度版国民宅活指原には「日本

人の牛j舌は経済・健康面では

まずま F、とはいえ、土也土或・宇士

会活動の:参加は低調で家庭生

活が悪化しつつあるとし、チ

iJtの自殺・長欠児・母了世帯・
高齢者の増加を指摘し、社会

的ヂ丙玉里現象が顔をのぞ、かせて

いる」と。今こそ父権のI叶復

を凶り、家族の連帯を深める

と共に、町をあけ、で人作り家

庭作り福祉の凹]づくりをめざ

し住みよい町を築こう。

JT.報容がはま

む克志3

Emm 

E

雪
国
関
間
以

工
ピ
、
不
聞
の
取
材
で
、
須
沢
の
水
口

健
さ
ん
宅
に
お
じ
や
ま
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
布
名
な
エ
ピ
、
不
園
で
す

が
、
町
内
か
ら
来
ら
れ
る
方
は
と
て
も

少
な
い
と
か
。

皆
さ
ん
は
エ
ピ
、
不
の
魅
力
を
体
験
済

み

で

す

か

っ

(

こ

)

数

人口をふやしましょう

5月1日現在 前月との比較

11，816人 10人J威
人 口 (男 5，568人) は議)女 6.248人

世帯数 3，813世帯 18世帯増

帯世ロ人


